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新 年 の ご 挨 拶 NPO法人 北九州テクノサポート 会長 石川 浩

新年明けましておめでとうございます。

昨年はアベノミクス効果により明るさを取り戻した感がありました日本経済も、急激な円安・株高が中小企業の経済活動や

国民の生活環境へ諸々の影響を及ぼして来ており、このような状況下で中小企業の皆様にとりましては、厳しい局面が続く

と思われます。

NPO法人北九州テクノサポートは中小企業の皆様をはじめ、九州経済産業局、福岡県、北九州市、(公財)北九州産業学

術推進機構、北九州商工会議所、（公財）北九州活性化協議会等々多くの関係団体、および大学、高専、等々の皆様のご

支援の下、これまで積み上げてきました活動実績をベースとして、今年も中小企業の皆様にどのようにお役に立つことができるのかを常に考え

支援活動を企画・展開すると共に、従来の枠を超えて更に活動の場を広げていきたいと考えております。

昨年は、(公財)西日本産業貿易コンベンション協会様との協働による「中小企業テクノフェア」での出展企業(川上企業)と地元企業(川下企

業)とのビジネスマッチング事業の6年目を迎え、川下企業訪問数、商談面談数 等々、前年を更に凌駕した実績を上げており、出展企業様から

のアンケートによりますとこれまでの最高の評価を受けております。

尚、従来の「福岡ものづくりアドバイザー(福岡県商工部)」、「FAIS中小企業支援センター登録アドバイザー」に加えて、北九州商工会議所との

アドバイザー制度を活用して「ものづくり試作開発等支援補助金」申請等への支援活動を開始し実績を上げております。

また、(公財)北九州活性化協議会が中心となって推進中の「産業人材育成フォーラム」におけるコーディネーター活動も引き続き継続推進致

します。特にこれからは少子化に伴う労働人口の減少が企業の重大な課題でありその対策等が急務であると思います。

これまでの、技術開発・新製品開発に結び付く産学連携支援、エコ商品（エコプレミアム認定商品・サービス）の販売促進支援、環境経営や

環境技術の開発・導入支援、エコアクション２１の普及 etc. は勿論のこと、それらに加えて支援活動範囲を更に広げ、産業振興とまちづくりへ

微力ながら貢献していきたいと考えております。会員は現在66名で、シニア世代が殆ど占めておりますが、仕事への情熱年齢はまだまだ若い

です。関係諸機関の皆様のご厚情に深く感謝を申し上げると共に、本年もよろしくお願い申し上げます。

Topics.1 新規事業の紹介

北九州商工会議所（以下北商という）の要請を受けて「ものづくり中小企業技術支援」のアドバイザー活動を開始したことおよび
昨年10月には北商の会員に入会したことを本通信の平成26年冬号にて報告しました。北商への会員登録は、所属部会は「機械・
金属部会」、事業内容は「その他:コンサルティング」としています。ここではその後1.5年間の支援実績を報告します。
ものづくり技術支援のアドバイザー団体として、平成25年4月からモノづくり中小企業の支援を開始し、本件に関する北商の支援

チラシも当方のメンバーで作成しました。平成26年9月まで1.5年間の支援実績は合計22件（社）、31回である。内訳は、ものづくり
補助金申請支援17件（22回）、調達支援2件（2回）、事業改善支援1件（1回）と、ものづくり補助金申請支援が71％を占めます。
支援企業は数百名の中堅企業からわずか数人の小規模事業まであり、相談内容は高度な技術を持ち新たな開発を目指す企

業等から極めて基礎的な案件まで千差万別であるが、KTSの豊富な人材で対応できていま
す。高度技術の事例としては、「携帯電話回線を活用した気象観測データサービス」の補助
金申請書作成支援があります。これは北商が中小企業等支援の認定支援機関として認定
を受け、その申請書づくりをKTS会員に依頼されたものであり、ものづくり補助金 1,000万円
が承認されました。
更に、北商からはKTSが支援する中小企業テクノフェアin九州2014に初めて出展支援して

もらった。北商ブース（写真）は非常に盛況でした。 北商～協会～出展企業～地元企業～
KTS等により見事な協働の花が開いた事例となりました。このような地域協働の中小企業支
援を更に盛り上げて北九州市地域の発展に貢献していきたいと思います。

謹賀新年 平成二十七年 正月 理事一同

会 長 石川 浩

事務局長 小林敏郎

副会長 重藤將美、安東 静、藤原利久、山本倖暉

理 事 影山隆雄、藤原成種、堤 増美、藤崎正昭

石井 剛、松隈 齊、江副 綏人、松尾民憲

監 事 小野晃一、磯村福義

北九州商工会議所「ものづくり企業支援アドバイザー事業」のこの一年の実績 副会長 藤原 利久

北九州商工会議所の展示ブース

平成２７年度 理事一同



■株式会社 安川電機 代表取締役会長兼社長 津田 純嗣

謹んで新年のお喜びを申し上げます。
私ども安川電機にとりましては創立１００周年

の年となりました。

創業の年１９１５年の出来事には、「東京の女

学生の間で写真撮影が大流行」「南海電鉄で

日本初の女性駅長誕生」「日本－ハワイ間の無

線通信試験に成功」などが挙げられており、何

やら今の世相と似通っているような印象を受けます。

当社の創業を振り返りますと、前年の１９１４年に欧州で第一次世界

大戦が勃発しております。主戦場から離れた日本は大戦景気により工

場の近代化が進み、当社創業の商品である「モータ」を動力に使うこと

が徐々に日本で拡がり始めました。当時はまだ、水力や蒸気エンジン

が工場動力の主流でした。そのような時代に、創業者の安川第五郎は

父・敬一郎より「国のために産業を興せ」との指示を受け、前身である

「合資会社安川電機製作所」を創業いたしました。その後、数多くの

チャレンジがなされ、時代と共に消えた製品も多数ありますが、「モー

タドライブシステム」、「サーボモータ」その応用の「ロボット」と、創業時

の思いを発展させ続けた結果、今年１００周年を迎えることが出来まし

た。夏には、新本社棟・安川電機みらい館・YASKAWAの森を含めた

「ロボット村」を本社（黒崎）に開設いたします。地域の皆様にとりまし

て、「北九州のものづくり」に接する機会、次代を担う子供たちの「希望

の場」となれば幸いに存じます。どうぞ皆様、足を運んでいただきます

ようお願い申しあげます。

最後になりましたが、北九州テクノサポート会員の皆様にとりまし

て、２０１５年が飛躍の年になることを心より祈念いたします。

平成２７年 新年の挨拶 北九州市産業経済局長 西田 幸生

新年あけましておめでとうございます。

昨年は、小規模企業の持続的な発展を図ることを目的とする「小規模企業振興基本法」が国により制定さ

れるとともに、本市においても、中小企業振興の基本理念を定めた「北九州市中小企業振興条例」が制定

されるなど、地域経済や雇用を支える中小・小規模企業への支援のあり方や、その活力発揮の必要性がク

ローズアップされた年でした。

昨年までの市制５０周年記念事業を終え、新しい年を迎えた本市は、次の５０年の発展に向けて力強い

歩みを踏み出します。産業経済局におきましても、災害リスクが低いという強みを活かした企業誘致、ロ

ボットや次世代自動車、サービス産業等の振興など、「北九州市新成長戦略」を着実に推進することで地域経済を活性化し、若

者や女性の定着につながる多様な雇用機会を創出します。

また、本年夏頃の発表に向けて、旧官営八幡製鐵所関連施設の世界文化遺産登録の審査が進んでいます。登録されれば、

本市の産業観光の目玉になるものと期待しているところです。これ以外にも、リノベーションによる商店街の魅力の再生などの支

援も行い、一層のにぎわいを創出します。

特に、中小・小規模企業の振興におきましては、地元の中小企業支援機関や中小企業団体等と連携し、より一層効果的な支

援を実施したいと考えております。本年も引き続き「北九州テクノサポート」の皆様のお力添えをいただきながら、製造業の技術

力向上や産業人材の育成等に積極的に取り組んでまいります。

最後になりますが、本年が会員の皆様にとって幸多く、また、大きく飛躍する一年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。

新春放談 北九州の新年を語る

北九州地域のモノづくり企業の紹介
■北九州地域の産業発展を支える中堅・中小企業を紹介します。

■賛助会員の広報コーナー
＜製品、技術、開発、人材などに関するＰＲ←募集中＞
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新年の挨拶

■TOTO株式会社 代表取締役 副社長執行役員 猿渡 辰彦

新年あけましておめでとうございます。

昨年のわが国の経済は、消費増税の実行によ

り大きなうねりを受けた１年でしたが、アベノミクス

効果により、これまでの閉塞感から脱出できそう

な予感を感じさせる年でもありました。年末に行な

われました衆議院選挙の結果から、国民は１の矢

２の矢の成果をある程度評価していることが伺わ

れ、第３の矢に大きな期待が寄せられています。

しかし、アベノミクスにおける三本目の矢の担い手は、霞ヶ関ではな

く民間であることは自明の理であり、とりわけ地域の活性が重要なファ

クターとなります。これまでも地域活性の取り組みは成されてきたと思

いますが、これからはそれを九州全県一体となった経済活動に昇華さ

せ、経済の連鎖が生まれるような取り組みが必要と考えます。北部九

州はものづくりを中心に築いてきた産業基盤の強みを生かして、この

経済連鎖の起点となっていかねばなりません。

当社では２０１５年は事業のグローバル化を一気に加速していく年

と位置づけ、海外市場のニーズを的確に把握できる体制の構築と、多

様化と効率性を同時に追求していきたいと考えています。２０１３年に

は地球の人口が７１億人を超えました。人口の増加は水の慢性的枯

渇を生みますが、当社ではこれまで培ってきた節水技術を駆使してこ

の問題に貢献し、北九州のものづくり力を世界にアピールしていく、そ

んな１年となるよう取り組んでまいります。

会員の皆様におかれましては、ＫＴＳのネットワークを活かし、更に

飛躍される１年となりますことを祈念いたします。

当社は、”人生にやさしい”福祉・医療器具の総合メーカーです！

■当社は、障害児・者及び高齢者の必要とする義肢装具サービスを提供します。

代表取締役 有 薗 央

〒805-8538 北九州市八幡東区東田1-7-5
TEL:(093) 661-1010/FAX:(093) 661-1670

http://www.arizono.co.jp/

経営理念【社是】

私たちは、国家社会を支える重要な仕事
をもつことを誇りとし、きびしい自己反省と
たゆまぬ創造開発によって会社の発展と
人間幸福の実現に努力します。

大光炉材は、
ユーザーニーズへの迅速・確実な
レスポンスをモットーに、独自の技
術開発力を武器にダイナミックな展
開をしています。

本 社：〒804-0054 北九州市戸畑区牧山新町1-1
T E L： 093-871-1631（代） FAX：093-883-2151

http://www.taiko-ref.com

大光炉材株式会社



平成２７年 新春随想 公益財団法人北九州産業学術推進機構 理事長 國武 豊喜

新年 あけましておめでとうございます。

北九州テクノサポートの会員の皆様には、日頃から公益財団法人北九州産業学術推進機構（ＦＡＩＳ）の

事業に対しご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。本年も、どうぞよろしくお願いいたします。

さて、ＦＡＩＳはこれまで地域企業の技術開発とその事業化の支援に加え、中小企業支援センターを中心

にした経営力強化の支援に取り組んでいますが、本年度も、販路開拓・拡大を目的とした大手企業とのビ

ジネスマッチングの場の提供、地域企業の優れた製品・技術の開発と販売促進の支援、きめ細かな創業

支援など、北九州市の成長戦略の大きな柱である「地域企業が元気で活動し続ける環境整備」に向けた取

り組みを強めていきたいと考えています。

ＦＡＩＳは多くのものづくり企業が存在する北九州市の産業支援機関として、地域企業、特に中小企業と大学との連携・協業の

接着剤の役割を担っていますが、近年、ものづくりのデジタル化・ロボット化・サービス化が急速に進んでおり、こうした技術の動

きや産業の新しい姿を踏まえつつ、産学連携をさらに進めていく必要があると考えています。

ＦＡＩＳが目指す産学連携を進めていくためには、豊富な専門知識・技術を活かし、地域中小企業の技術力強化の支援に取り

組んでおられる皆様のご協力が必要です。皆様にはさらなるお力添えを賜りますよう、お願い申し上げます。

最後になりますが、北九州テクノサポートの会員の皆様にとりまして本年がよき年となりますことを心からお祈り申し上げます。

新春放談 北九州の新年を語る

北九州地域のモノづくり企業の紹介
■北九州地域の産業発展を支える中堅・中小企業を紹介します。

■賛助会員の広報コーナー
＜製品、技術、開発、人材などに関するＰＲ←募集中＞
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新春随想

■西日本産業貿易コンベンション協会 専務理事 古賀 敬三

新年明けましておめでとうございます。

昨年は、新春早々から第一回北九州マラソンが開催さ

れ当協会の国際会議場前がゴール地点となったことは、

誠に名誉なことであります。

これも常に日頃からの多種多彩なイベント会場となって、

市民の皆様からなくてはならない大型イベント施設である

証だと重要性と責任を再認識致した次第です。当協会

は、公益法人として産業振興、国際化推進、地域振興に

貢献することを望まれております。その一環として毎年10月に開催されている

中小企業テクノフェアin九州2014（他2フェア同時開催）で、2009年から展示会を

通して大変お世話になっているNPO法人北九州テクノサポート(以下KTS省略)

の皆様に新年のご挨拶を申しあげたいと存じます。

中小企業テクノフェアin九州は、日本経済のモノづくりを支える中小企業の

発展を目的に毎年開催され大きな成果を得て盛況のうちに無事終了すること

が出来ました。これも各中小企業支援機関の皆様のお蔭でもありますが、やは

り展示会の中心的な役割であるビジネスマッチング事業に於けるKTSの皆様

のご活躍が一番大きく、一言では申せない大変なご苦労とご尽力を賜っている

こと、改めて御礼をお申し上げます。

2014年は前年の1.5倍（58社）に増加した出展社のビジネスマッチング活動

は、日頃の技術支援活動に於ける豊富な知識と経験がなければ出来ないこと

であり、出展社の評価も年々高くなり2014年は63％がマッチングの効果がある

と有難い評価を頂きました。初日の交流会では、記念講演をされたＴＯＴＯ（株）

上席執行役員福田様も交えて、出展社、支援機関、KTSの皆様がモノづくり情

報・技術交流が行われ大いに盛り上がったことは展示会成果の一つと考えて

おります。2015年も既に開催が決定しており、KTSの皆様と共に中小企業テク

ノフェアin九州を通して中小企業の発展と地域振興に全力で取組んで参りたい

と考えておりますので、何卒お力添えを頂きたく、心からお願い申し上げます。

■日産自動車九州株式会社 代表取締役社長 柴崎 康男

新年あけましておめでとうございます。
日産自動車が九州で生産を開始して、今年の7月で40年

を迎え、年度中盤には累計生産台数も1500万台に到達す

る見通しです。ここまで支えて戴いた地域の皆様、協力会

社の皆様に改めて感謝申し上げます。

現在、ここ九州北部は、他社の進出もあり、年間140-150

万台を生産する自動車産業地帯になりました。多くの部品

サプライヤーさんにも関東・中部・近畿から進出して戴いて

おります。更に、広島やお隣の韓国慶尚南道まで加えて見ると、500万台近い

生産規模の「東アジア自動車産業地帯」が形成されている事になります。

これからの“自動車”はどうなっていくかという事を考えると、“環境(再生可能

エネルギー化)”“安全(高齢化対応・自動化)”“ITとの融合”などがキーワードに

なると思いますが、これらの新技術を実用化・商品化していく為には、膨大な投

資と広範囲な技術的ノウハウが必要となり、今までのように自動車会社単独で

の実現は不可能になりつつあります。既に進行中ですが、これからは、国境や

業種を超えたコラボレーション、ジョイントビジネスが必須になってきます。

ここ北九州は、鉄鋼産業が長い歴史の中で育んできたモノづくりのDNAや自

動車産業の進出でその裾野が広がったモノづくりや物流・サービス産業の基盤

があります。更に、産学官や各種組織・団体では、技術革新、新技術の実用

化、産業育成にも熱心に取り組まれています。そして、「福岡から日本を変え

る」「九州発グローバル」「北九州新都構想」等々、熱意と意気込みが感じられ

る言葉も耳にします。

2020年の東京五輪は、前回同様、日本の誇る技術を世界に発信する機会に

すべきですが、東アジア自動車産業地帯の中心地である北九州は、その為の

重要な役割を果たせる条件が揃っていると思います。私ども日産自動車九州

も、その役割の一端を担えるよう、又、これからも地域の皆様に信頼される工場

であり続けるよう、弛まない努力をしてまいります。今後とも、皆様のご指導・ご

支援をお願い申し上げます。

株式会社 神 垣 組
神垣組(かみがきぐみ)は左官工事と、環境に

配慮したモルタル・コンクリート製品の開発製造
を行う会社です。

■私たちは、建築左官の伝統的技術と新素材の開発で、今後とも社会に
貢献し、次世代にこの技術を残していきたいと考えます。

代表取締役 神垣 三次
〒８１９－０１６５ 福岡市西区今津５４１３－１０
ＴＥＬ（０９２）８０６－６０７０ ＦＡＸ（０９２）８０６－６０７０

水辺の環境を浄化する
水草ポット

2000年・福岡産業デザイ
ン賞優秀賞を受賞した。

水質浄化効果を持つ環境保全型
護岸ブロック、チャコケン

あさひ財団・日刊工業新聞社主催
第12回中小企業優秀新技術・新
製品賞で、奨励賞を受賞した。

http://www.kamigakigumi.co.jp/

代表取締役

渡 邊 健 司
Kenji Watanabe

〒800-0115

北九州市門司区新門司１丁目9-6
TEL:093-481-1212

平成26年3月に、ペッタリーナの集塵試験を一般財
団法人カケンテストセンターに依頼したところ、
PM0.1（0.1マイクロメートル）の超微小粒子の捕集
効率が75.5％という試験結果が得られました。

http://www.casle.co.jp/campaign/pm01.html

URL:http://www.casle.co.jp

ＰМ2.5粒子状物質も捕集する
☑ペッタリーナ フィルター

スギ花粉 粒子径３０㎛

■特殊フィルターの特性試験
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平成２７年 の新春随想 福岡県 商工部 中小企業技術振興課長 井本 誠二

新年明けましておめでとうございます。皆様には、健やかに新春をお迎えのことと存じます。

ＮＰＯ法人北九州テクノサポートにおかれましては、「ものづくりの支援を通じて産業振興を図り、まちづくりに貢

献する」という理念のもと、平素から本県産業の振興に御尽力いただき、厚く御礼申し上げます。

昨年を振り返りますと、我が国経済は緩やかな回復基調が続き、本県景気にも持ち直しの動きが見られた年で

した。しかしながら、急激な円安等もあり、中小製造業の皆様にとっては景気の回復を実感しにくい年でもあった

と存じます。

また、５月に日本創生会議が、「2040年には、全体の5割の自治体で若年女性が半減し、将来消滅するおそれが

高い」とするセンセーショナルな発表を行い、人口減少が大きな社会問題としてクローズアップされました。

福岡県では、昭和45年以降、人口は増え続けており現在509万人となっていますが、国の人口問題研究所の推計によりますと、本県

もあと数年で人口減少に転じることが見込まれています。

そのため、県内に魅力ある雇用の場を数多く創出し、若者の定住を維持拡大していくことが必要となっています。特に、事業所数で

県内の99%を占める中小企業の皆様の更なる成長・発展が重要です。

昨年、本県は商工部本庁組織を再編し、創業から成長・発展までの一貫した中小企業支援体制を構築いたしました。当課におきまし

ても、工業技術センターによる技術支援、補助金による新製品開発支援、特許等の取得・活用支援、ものづくり人材の育成等の中小企

業技術支援施策を、関係部署・機関と連携しながら推進してまいりました。本年も、ものづくり中小企業の競争力強化に向けてしっかり

と取り組んでまいります。今後とも皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

最後になりますが、今年１年が皆様にとりまして、幸多く、大きく飛躍する年になりますことを心からお祈りいたします。

新春随想

新春放談 北九州の新年を語る

■九州工業大学 学 長 松 永 守 央
新年明けましておめでとうございます。

日本経済はデフレから脱却しつつあるが、安定した

成長には程遠い情勢にあります。また、大災害や周辺

国との外交危機に伴う国家財政の負担増や、人口減

と高齢化も将来を危惧する原因です。

人口増に転換したとは言えないまでも、九州は特殊

出生率の高い地域です。九州の経済活動が好転すれ

ば、日本経済の起爆剤となり、人口減を止める契機となります。アベノ

ミクスの第３の矢である民間投資を促し、国民の消費拡大を図るに

は、各地域が斬新なアイデアを考案し、総力で地域イノベーションを実

現することが不可欠です。北九州市圏には培ってきた技術力と知力が

あり、世界に誇れる人材が蓄積・育成されています。環境・エネルギー

のみならず、ロボット、医療、マテリアルなどの先端力、近隣諸国との

交流によるインフラ輸出やリノベーションによる街の再生など、他地域

の参考となる動きも活発です。

地域創生の重要性が叫ばれていますが、実現には少なくとも二つ

の要素が必要です。まず各地域が競争して総合的な経済活性化策を

迅速に実行すべきです。しかし、国家機能の地方分散を、政府や企業

などが意識しないと、地方創生はありえません。高度IT社会では東京

圏と地方の距離が縮まっており、物価の安い地方での活動が総コスト

削減と豊かな生活につながります。地方への移転は一次産業の高度

化を促進し、安全かつ高品質の産品の輸出を重要産業に押し上げま

す。同時に、日本の良さを知った観光客の増加とクールな日本製品の

輸出が進む、ポジティブスパイラル経済を生み出します。

北九州市圏がその中核都市として発展している、今年の初夢です。

■北九州市立大学 副学長 梶原 昭博
新年おめでとうございます。

昨年は1月のSTAP細胞作成のニュースから始まり，12

月の唐突な総選挙で締めくくるという慌しい1年でした。あ

れだけ世界を席巻したSTAP細胞は結局何だったのか、

また高い支持率を維持していた成長戦略は単に財政出

動による円安と株価のみの政策だったのか、そして総選

挙の具体的な争点が何だったのかわからないままに

2015年を迎えました。しかし2020年東京オリンピック招致と10月のノーベル物

理学賞受賞はこれまでの国民の閉塞感を打破するような夢のあるニュースで

した。

総じて日本の技術者は米国等に比べて冷遇されていると言われますが、山

中教授のノーベル医学・生理学賞受賞に続く3氏のノーベル物理学賞受賞は

理工系学生や若い技術者・研究者に勇気と希望を与える意味でも意義深い出

来事でした。特にiPS細胞や青色LEDは我々の身近な生活に直結し、関心の高

い技術であり、次世代の技術者や研究者にも大きな夢を与えてくれます。しか

し子供達の理科離れや工科系学生の学力低下は深刻であり、大学教育だけ

では限界があります。やはり科学技術が我が国の国際競争力を左右するとい

う認識と危機感を国民一人ひとりに持って欲しいと願いたい。一方では科学技

術の爆発的な進歩と社会の急速な変化・複雑化に伴い、これまでの知識や技

術、経験では対処できないような新たな課題もでてきています。単に知識や専

門能力だけでなく、社会の変化や技術の変化に対応できるような教育も必要に

なってきています。と言っても大学教育だけでは限界があり、日本の教育その

ものの在り方から見直す必要があると考えます。

さて本学は3月で環境技術研究所を開設して4年目を迎えます。これまで先

端的研究拠点形成と若手研究者・技術者の育成をスローガンに取り組んでき

ました。これからはこれまでの研究成果を実用化や地域の課題解決に繋げた

いと思いますので、NPO法人北九州テクノサポートの皆様のご協力をお願い致

します。

雨が降るだけで汚れが落ちる
金属製防汚パネル

価値ある提案を通じて

産業の発展と生活文化の向上に貢献

〒812-0007

福岡市博多区東比恵3丁目4番6号

http://www.nishii.co.jp/
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Ｔｏｐｉｃｓ.２ 北九州産業人材育成フォーラムを支援

就職・採用活動開始時期変更により企業にとってインターンシップの重要性高まる 産学連携支援Gr.長 影山 隆雄

北九州の地域連携型インターンシップ事業は、平成26年度で4年目を迎えましたが、地元の中小企業にとってその重要性がますます高まっ

ています。

その理由は、平成25 年４月19 日に開催された「経済界との意見交換会」において、安倍内閣

総理大臣から経済団体に対し、平成27 年度卒業・修了予定者（現在の大学３年生等）から、人

材育成強化の観点から、学業に専念し、多様な経験ができる環境を整えるとともに、海外留学

からの帰国者の就職環境の改善を図るため、就職・採用活動開始時期の変更について、広報

活動時期は卒業・修了年度に入る直前の3月1日以降に開始し、その後の採用選考活動につい

ては、卒業・修了年度の8月1日以降に開始することを要請したことによります。就職・採用活動

開始時期変更に伴うスケジュールを分かり易く図に示します。

この図に示す通り、企業にとって平成26年度

から広報活動と採用選考活動からなる就職・

採用活動開始時期が従来に比べて3ヶ月遅れ

て、期間も10ヶ月間から7ヶ月間に短縮されま

すが、3年次の夏季休暇から始まるインターン

シップ等のキャリア教育の期間が増えます。政

府は、このような改革を支援するために、キャ

リア教育やインターンシップへの支援を強化す

るとともに、中小企業の魅力を学生に発信する

取組みに力を入れています。

一方、一般社団法人 日本経済団体連合会

は、平成26年9月16日に改定した「採用選考に

関する指針」の手引きの中で、「広報活動の開

始日より前に実施するインターンシップについ

て、産学連携による人材育成の観点から、学生の就業体験の機会を提供するものであり、社会貢献活動の一環と位置付けられるものである。

したがって、その実施にあたっては、採用選考活動とは一切関係ないことを明確にして行う必要がある。」と述べています。しかし、平成26年12

月1日付けの日本経済新聞によれば、文科省調査では企業の94%が政府の要請を受入れていますが、一部にインターンシップを通じた解禁前

の「青田刈り」が見られ、学生と早く接点を持つためにインターンシップを実施する企業が増えているとしています。

北九州の地域連携型インターンシップ事業では、平成26年度から始まった就活・採用活動開始時期変更を受けて、インターンシップにエント

リーする学生が大幅に増加することを想定し、コーディネーター（KTS会員）11名体制で北九州市周辺までエリアを拡大し200社の企業を訪問し

受入れ企業96社を開拓しました。受入れ企業でも中小企業の魅力を社長が直接に学生に熱く語りかける取組みを始め、インターンシップの効

果を上げるために学生に課題を持込ませて実習期間中に企業の機材などを使って解決させる取組みや金型の設計から製作まで実習している

取組みなどのモデルケースも増えて来ています。経済産業省は、中小来野の取組み支援のため「成長する企業のためのインターンシップ活用

ガイド」（http://www.meti.go.jp/policy/kisoryoku/knowhowbook-all.pdf）を発行しています。

〒810-0012福岡市中央区白金1-9-3
Tel:092-523-1513 Fax:092-523-1532 URL http://www.metaltech.jp/

E-mail:metaltech@poplar.ocn.ne.jp

雨が降るだけで汚れが落ちる
金属製防汚パネル

2014.6.18

九州工業大学:合同ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

出典： http://www.kantei.go.jp/jp/singi/ywforum/zikihenkou_info.html の内容にインターンシップ等キャリア教育

■エコアクション21地域事務局福岡の活動状況 エコアクション２１地域事務局福岡 事務局長 藤原成種

（１）エコアクション２１自治体イニシアティブプログラム及び関係企業グリーン化プログラムを年２回エコアクション２１実践講座・集合コンサルティングと称

して実施しています。今年度は、３０社の受講者が受講し、認証・登録へと研鑽を積んでおられます。

（２）北九州市長感謝状付与制度が発足して４年目となりました。エコアクション２１登録事業者で市内の事業者の中から、他の模範となる成果をあげら

れている事業者を「環境にやさしい事業所」として市長から感謝状を授与し、その取組内容等をHP等に掲載することにより、市民や他の事業者に対し

て広く紹介する制度です。今年度は、八幡電機精工（株）、（株）愛和環境管理、新西工業（株）の３事業者が感謝状を授与される栄誉に輝きました。

（３）エコアクション２１認証登録事業者がいかに活動を維持継続してゆくかが、大きな課題となってきています。認証登録事業者に対するフォローアップ

セミナーを実施する必要があるとの見地から、当地域事務局が担当している事業者を対象に、今年度も北九州市、福岡市、大分市で既に実施し、引

き続いて佐賀市、山口市でも実施します。
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■中小企業テクノフェアｉｎ九州２０１４
担当理事 藤原 利久

（公財）西日本産業貿易コンベンション協会（以降協会という）主催の「中小企業テクノフェアin九州2014」のビジネスマッチング

（以降ＢＭという）支援事業を6年連続で受託しました。協会による全国への出展営業力は大きく、九州外からの14社（24％過去

最高）と北九州商工会議所が初めて出展支援した6社（10％）を含めて、今年は昨年の1.5倍の58社（6年で最高）が出展しまし

た。協会のお陰でKTSのＢＭによる知名度も定着しつつあります。

産業別では、情報・電子機器・ソフトが17社（29％）、機械加工･金属と検

査･自動車・メカ計18社（31％）と技術力のある企業が多かった。従来、比率

としては最も多かった環境･バイオ･照明（省エネ）は企業数は増えたものの

14社（24％）と相対的に比率は下がった。これらの中で初出展が37社（66％）

と非常に高いのも協会関係者による営業活動の成果と考えられます。

これに対応するためKTSコーディネーター14名（昨年17名）が活動した。Ｂ

Ｍ実績は、出展企業へのアンケート結果で＜BMの効果がある＞と答えた比

率は63％で過去最高となり、KTSコーディネータが勧誘した企業の来場数は

106社に上り、商談面談回数は310回、延べ出展企業紹介数は1157社です。

その成果要因の一つに、KTSとして初めて行った出展企業の製品説明会が考えられます。

BMの基本は出展企業の製品の「売り（機能・特徴・効果等）」の理解が重要であるが、今回、

全出展企業にそれぞれの展示商品説明会への参加を呼

びかけた結果、17社の企業が応募され、4回に分けて実施

しました。この説明会では展示企業に対する質問や要望

が出されて活発な意見交換が行われ、コーディネーターの

理解度と意欲の向上につながった。また、北商の初めての

出展支援ブースは活況を呈し、地元活性化や北商･協会･

地元出展企業･KTSの協働による地域発展という新しい風を起こしました。周辺の行政等

が北商ブースを見学しモノづくりBM支援に関心を抱き、刺激を与えられたと考えています。
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12QR・1642

◆代表者 取締役社長 小河原 悟
◆本社・工場： 福岡県京都郡苅田町鳥越町1－44

TEL ０９３－４３６－５２００
FAX ０９３－４３６－５２０７
ｈｔｔｐ//www.hoyo-s.co.jp

すなおに謙虚に無限の未来をひらいていこう

水栓金具部品及び医療機器部品
の開発・製造にISOマネジメン
トシステムを適用した仕組みを
実践し、環境改善にｴｺｱｸｼｮﾝ21
を運用・活用

医療機器部品水栓金具部品

中小企業テクノフェア2014の風景

特別ブースにおける商談状況

■KTSの「ものづくり企業」支援実績例 —企業の困りごとの「駆け込み寺」としてご利用ください！---
1.「ものづくり」公的資金の活用と応募支援 2.「テクノフェア」等ビジネス・マッチング支援 3.「大学・高専インターンシップ」受入企業開拓

4.「福岡ものづくりアドバイザー事業」の支援 5.「ものづくり企業」等の技術・開発・改善提案

KTSブース前で協会の利島理事長、
古賀専務理事に説明



中小企業が期待するKTSの支援活動紹介

北九州地域のモノづくり企業の紹介
■北九州地域の産業発展を支える中堅・中小企業を紹介します。

■協力会員の広報コーナー
＜製品、技術、開発、人材などに関するＰＲ←募集中＞

NPO-KTS通信Vol.24広告11-14

自動車用ボディ関係の板金プレス金型設計・製作で
世界をリードする金型専門メーカー

代表取締役社長 内田 末男
九州工場 〒823-0011 福岡県宮若市宮田５４２－３８

TEL (0949)33-3145 FAX (0949)33-3146
本 社 〒574-0055 大阪府大東市新田本町１２－６

TEL (072)874-3377 FAX (072)874-3839
E-mail：info@uchidanet.co.jp
U R L： htpp://www.uchidanet.co.jp

( 未 夢 )
ミーム

計測検査株式会社
北九州市八幡西区陣原1-8-3

TEL:093(642)8231
FAX:093(641)2010
http://www.keisokukensa.co.jp

ＭＩＭＭ

我社は、”超精密”にこだわり、お客様に喜んで頂ける製品を、常に作り続けることを経営
の柱にしています。 ”どうしたら、急速に変化する市場ニーズに対応できるのか？”

思考を繰り返し、知恵を出し、現状の枠にとらわれない広い視野で、夢のある物作りを実
現して行きたいと考えております。

これからも「お客様の喜び＝我社の喜び」を追い続けていきます。

〒811-4321福岡県遠賀郡遠賀町大字虫生津1445 Tel:093-291-1778 Fax:093-291-2728
E-mail:info@wks-co.com http://www.wks-co.com

【事業：超精密金型部品の製造】

代表取締役 三重野計滋（みえの けいじ）

■ISO-EA21支援活動 Gr.長 松尾、副 松隈

ＩＳＯ（国際規格マネジメントシステム）は、多様な国際規格の

共通化に伴い2015年に大きな改正が予定されています。これ

に対して当支援Grでは支援活動計画通り、地場のISO登録企

業を対象とした「ISO9001:品質マネジメントシステム改正対応セ

ミナー」を計画し、その第１段として昨年12月6日にウｴル戸畑に

て開催しました。北九州市内及び苅田町より企業5社の参加に

より所期の成果を得ました。

また、EA21審査への支援では、

審査人の審査技術及び専門基礎知

識の担保として、力量向上に関する

研修会を平成26年4月、7月、11月

の３回にわたり実施しました。

■産学連携支援活動 Gr.長 影山、副 藤崎

北九州地域では、地域大学・高専卒業生の地元就職率の低

迷や中堅・中小製造業における研究開発人材の不足という問

題があります。この課題解決のため、平成23年、(公財)北九州

活性化協議会が事務局となって「北九州地域産業人材育成

フォーラム」を設立しました。

その中で、NPO法人北九州テクノサポート(KTS)が「地域連携

型インターンシップ事業」など北九州の産業人材育成の基盤固

めの中枢を担って活動を展開して

います。平成26年度は、KTSの

コーディネーター11名が企業開拓

支援活動を行った結果、研修受入

登録企業数が前年度の80社から

96社に拡大し、研修参加学生数も

138人に上りました。

また、福岡ものづくりアドバイザー事業の登録アドバイザー15

名のうち13名がKTSの会員であり、県内ものづくり企業の基盤

技術・技能分野で指導経験のあるメンバーが課題解決の支援

をしており着々と成果が上がりつつあります。平成26年度は、こ

れまでの依頼に延べ27回派遣し指導助言を実施して来ました。

独立行政法人 中小企業基盤整備機構の経営実務支援アド

バイザーにも会員3名が登録して活動を開始しました。

北九大ひびきのH26.5.28
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟｸﾞﾙｰﾌﾟﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

■販売支援活動 Gr.長 山本、副 江副

平成21年から6年目になる中小企業テクノフェアでは本年は展

示企業が1.5倍の58社となり、

初の試みとしてコーディネー

ターに対する展示製品の説

明会も行った結果、来場社・

面談・商談等において最高

成果が上がった。（環境技術

支援Gr.と共同）

次に、個々の企業との契約

による販売支援活動も来年から現在の(株)楽々サービスの室内

ゲーム機(楽々ミニゴルフ、ボーリング、スロットボール、三色輪投

げ)に加えて、(株)加来野製作所の小型万能乾燥機と粉体機が加

わり、ＫＴＳ会員全員で販売して貰うことにしている。なお、個々の

企業に対応する販売支援活動を販売支援Ｇr.として大きな事業

に育てると共にＫＴＳの柱の一つとしたい。

■IT支援活動 Gr.長 安東、副 松隈

中小企業へのIT支援事業として、小倉北区企業のホーム

ページ追加作成支援、小倉北区の公的NPO法人のホームペー

ジ更新支援を実施した。

ＮＰＯ・ＫＴＳ内IT支援事業として、当NPOのホームページに

ついて、全面的な見直し改訂等を実施、またKTSメールサー

バーを北九州市内プロバイダーからＮＴＴへ移管した。

北九州テクノサポート展示ブース

ISO改正セミナー風景



モノづくり企業の事業所めぐり
賛助会員の情報交流コーナー

＜製品、技術、開発、人材などに関するＰＲ←募集中＞

■会員・賛助会員の募集（当法人は、会員の会費で運営されております）

企業の第一線をリタイヤされた方の第二の人生を地域社会発展のために貢献・恩返し

してみませんか…? 皆さん方が持っておられる知識・技術・経験・人脈は、次の社会に伝

えなければならないし、それは義務でもあり権利でもあります。これからが本格的な社会貢

献の時期なのです。当NPO法人を利用して、地域社会の潤滑剤として役立てて下さい。

■会員・賛助会員の会費

・正会員入会金：5,000円/年会費：5,000円

・賛助会員（法人）入会金：10,000円

年会費：20,000円/1口

（個人）入会金： 5,000円

年会費： 5,000円/1口

■プラスα：「中小企業における新製品開発資金調達について」

（国や地方自治体が行なっている中小企業向け施策「助成金・補助金」例えば、「ものづくり補助金」等を利用してみませんか?）

…新製品開発は、企業経営にとって重要な課題の一つです。そこで、皆さん方も良くご存知の助成金・補助金などの利用を考えて見ては如

何でしょうか。新年度が4月からスタートしますが、この時期を皮切りに公募が始まります。応募するには即準備に取り掛かってください、

公募が始まってからの準備では間に合いません。ただ、書類をつくるのが面倒だと思っている中小企業さんの方も多いのではないかと

思いますが…?その時は、当NPO法人にご相談下さい。

⇒当NPO法人は、約70名のシニア技術者集団です、その中から貴社ニーズに合った専門家が適切にサポート対応します。

≪詳細情報は下記ホームページから≫

http://www.npo-kts.org/
賛助会員の申し込み受け付中

ホームページから申込用紙をダウンロードして下さい。

技術開発・環境経営の発展を支援します。

■重藤デザイン2015/01-1500

NPO法人 北九州テクノサポート

会報 「北九州テクノサポート通信Vol.2４」
平成２７年１月１０日 印刷発行

●発行・編集：NPO法人北九州テクノサポート

北九州市戸畑区中原新町２番１号 北九州テクノセンタービル８F８０６号室

TEL/FAX：093-873-1453 Ｅ-ｍａｉｌ：ｎｐｏ-ｋｔｓ＠ｎｐｏ-ｋｔｓ.ｏｒｇ

株式会社豊洋製作所
平成26年11月28日に北九州空港へ向う途中、苅田町鳥越町の同

社に松尾理事が訪問し、小河原悟社長にインタビューしました。
本社・本社工場と第二工場でそれぞれ衛生器具部品・医療機器部

品など非鉄金属の精密加工による製造がされています。

■会社の沿革と業況

当社は、1953年に創立以来約60年以上、一貫して、衛生器具部品

の水栓金具を製造してきました。1959年の中小

企業設備近代化促進法による５ヶ年計画以降よ

り今日まで、ＮＣ自動旋盤を主力として、事業に

応じた設備投資を行う一方で、永年培った製造ノ

ウハウを新規製品に活用した新たな事業展開の

一環として、2010年より医療機器製造業の認可

を受け生産をしています。

また、ＩＳＯ品質マネジメントシステム及びＩＳＯ医

療機器マネジメントシステム導入、並びにエコアクション２１展開による

顧客ニーズへの信頼・安定による品質確保、及び従業員の能力向上

と技術力継承における人材育成に鋭意努力されている状況です。

■今後の展開と課題

当社の利点は、事業活用への新たな展開として、北九州工業地域

に隣接し、苅田工業団地と北九州空港周辺の立地にあることです。こ

れを活用した今後の事業展開への継続

性が重要な課題とされています。これに

前提条件となるのが、精密加工の命題

とされている生産効率の向上及び設備

装置と計測機器の高稼働の実現です。

今後は事業展開の計画を行うには、利

害関係者を含め多様な情報収集・活用

と人材育成が要とされています。

■KTSへの期待

ＫＴＳとは、インターンシップ制度を通してご指導・支援などお受けて

おります。今後は、異業種交流の機会や新技術の紹介など、当社に

有効な情報及びその活用策等について、ご支援を受けたく思います。

今後とも、よろしくお願いしたい。

◇会社概要

■本 社 福岡県京都郡苅田町鳥越町１番４４ ＴＥＬ:093-436-5200

代表者 代表取締役社長 小河原 悟 設 立 １９５８年４月

資本金 １，０００万円 従業員 ９０名（正社員）

□工 場 福岡県京都郡苅田町鳥越町１番４４ ＴＥＬ:093-436-5200

■事業内容 水栓金具部品及び医療機器部品の製造

URL http://www.hoyo-s.co.jp/

小河原 悟 社長

株式会社シスメット
12月2日に松隈理事が同社を訪問し、新たな市場への展開を見据え

た福田社長の熱い想いをお伺いしました。

■会社の沿革と業況

会社設立は平成８年であるが、昭和５２年に創業した海洋気象情報

サービスの事業を継承する形で気象情報の提供

および気象観測機器とこれらに関連するコン

ピュータシステムを設計、製作している。

これまでの実績としては、平成８年から３度納入し

た北九州市若松沖にある白島国家石油備蓄基地

のインターネットを利用した通船管理コンピュータ

システムおよび平成２３年に国土交通省港湾局

から受注した「強風によるコンテナクレーン逸走事故の対策」がある。

当社は同業他社が携帯電話コンテンツ等を利用したサービス提供

に軸足を移す中、気象・海象観測機器の設置・メンテナンス等のハー

ド面と、システム開発、気象予測の３事業を融合させた新しい情報

サービスを開発・提供することで業界内での差別化を図っている。

現在、行政関連、地方自治体、港湾工事・海運・港湾荷役業者を中

心に全国約300社と取引しており業績は順調に推移している。

■今後の展開と課題

昨今、局地的な気象災害が多発傾向にあるが、局地的な気象情報

サービスの社会基盤は充分でなく、各地で不幸な人的災害が発生し

ている。このような事態に対応するた

め、災害が予測される危険な地域に

当社で新しく開発した観測機器と通信

機器を設置して頂き、インターネット回

線を活用してリアルタイム２４時間体

制の自然災害・防災情報サービス提

供を基本とした事業の展開を目指して

いる。このため、地方自治体や警備会

社等とのタイアップを図っていく。

■KTSへの期待

産学官連携の促進、公的機関の橋渡し、海外展開に関する情報・技

術支援を引き続きお願いしたい。

福田 敏 社長

◇会社概要

■本 社 北九州市小倉南区徳力新町2-8-11 TEL:093-956-1033

代表者 代表取締役社長 福田 敏 設 立 平成８年７月１０日

資本金 ３，２００万円 従業員 １５名
（気象予報士：５名、コンピュータ技術士：３名）

■事業内容 気象海象予測・コンサルタント、気象海象観測装置設

置・維持管理、気象海象観測・調査解析、環境調査・予測シ

ミュレーション、コンピュータシステム・ソフト開発販売

工場内部風景


